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経営学・心理学・教育学・社会学等の社会科学で使用され

る統計手法の開発・利用をテーマとして研究しています。

特に最近のテーマとしては，Web調査データにおける不適

切回答者の検出を機械学習によって行う研究に注力してい

ます。社会科学研究においても，世論調査等においても，

従来は紙による調査や，対面の面接調査が主流でしたが，

昨今はWeb調査を使うケースがかなり増えています。しか

しながら，Web調査の回答者には，質問を真面目に読まず

に回答する回答者が一定数存在することが多くの先行研究

から知られています。そのような回答者をデータから除外

せずに分析してしまうと，結果が歪んでしまいます。機械

学習によって除外を試みた論文は尾崎・鈴木（2019）とし

て刊行されていますが，この方法をより広範囲の調査デー

タに適用できるよう研究を続けています。

Web調査会社のシステムに組み込み，不適切な回答者を納品前に除外するといった応用が考えられます。
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●社会科学分野における統計手法の開発・利用

●Web調査の不適切回答者検出
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